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Abstract At 11 stations in Tanabe Bay， at least 48 species of hydromedusae (counting only one species each 

of the taxonomically unce口aintaxa: the genera Clytia and Obelia， the suborders Calycophorae and 

Cystonectae)， four species of scyphomedusae， and three species of ctenophores were collected with a plankton 

net (0，33 mm mesh) during 25 shipboard collections conducted between August of 2001 and September of 

2002， and 30 shoreline collections made from March to November， 2004， Monthly changes in the number of 

species tound in these samples coincided well with changes in water temperature in Tanabe Bay. The maximum 

number of species (35 species) was recorded in August when the water temperature was highest. The sampling 

stations inside the bay were characterized by the occu打enceof 10 meroplanktonic speclcs、notcounting eight 

additional species represented by just one individual each. The most abundant species were the two asexual 

budding hydromedusae PodocO/yna minima and Proboscidactyla ornata， with peak densities exceeded 100 

inds. m-3 each in June and July. 

はじめに

和歌山県田辺湾では，浮遊性のク ラゲ(刺胞

動物門有クラゲ類 Cnidaria，Medusozoa)および

クシクラゲ(有櫛動物門 Ctenophora)の生物学

的研究が古くから行われており.出現種のリス

トが充実している.約半世紀前， 1954年から

1958年の期間に田辺湾で採集された主なクラ

ゲ・ク シク ラゲとして 73種が記録された

(Yamazi， 1958) その後，より多くの種が採集

され，また種の分類・同定が進んで，日l種が記
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録されている(久保田，2003a;久保田ほか，2006;

久保田， 2008).田辺湾におけるクラゲ・ クシク

ラゲの出現特性は， 各種について簡潔に記述さ

れ (Yamazi，1958)，特に生活史の多様なヒドロ

クラゲに関しては生活史型を考慮に入れて説明

されてきた(河村，2008;久保田，2008).本研究

では， 2001年から 2002年および2004年に田辺

湾内外の 11定点でクラゲ・クシクラゲを定期

的・定量的に採集し，初めて通年の出現を記録

するとともに，季節消長および水平分布の特徴

をあわせて報告する.



材料と方法

2001年8月27日カ=ら2002年9月2日の期間

中に月 2回の頻度で計25回，田辺湾の7定点に

おいて(図 1 ，表 l の 1~7) ，瀬戸臨海実験所(図

lの 5MBL)の実習調査船ヤンチナ IIIからクラ

ゲおよびクシクラゲを採集した.採集は，フラ

ンクトンネット(口径0.56m，長さ 1.9m，目合

い0.33mm) を用いて，海底直上2mから表層

までの鉛直曳きを 2回ずつ行った また， 2004 

年 3 月 7 日から 11 月 10 日 の期間中に月 3~4 回

の頻度で計 30回，田辺湾内の江津良漁港，寒サ

浦(ヤンチナ III船着場)，内之浦漁港，および

戎漁港でフランクトンネット(口径 0.15m，長

さ0.45m， 目合い 0.33mm)を用いて，満潮時

に海底直上から表層までの鉛直引きを手曳きで

5 回ずつ行った (図1， 表 l の 8~11). プラン

クトンネットの口部に取り付けたろ水計により

135"18'E 19' 20・ 21・

ろ水量(複数回の鉛直曳きの合計)を算出した

(表 1).採集した試料の うち体サイス 10mm以

上の個体は，船上で取り分けて同定・計数した.

7)<で・冷やして持ち帰った試料は，採集後 24時間

以内に実体顕微鏡下で同定 ・計数した 群体性

の管クラゲ目 Siphonophoraの種は， gastric stage 

の第一泳鍾を計数した 成熟個体は，ヒドロ虫

綱 Hydrozoaの花クラゲ目 Anthomedusae，軟ク

ラゲ目 Leptomedusae，淡水クラ ゲ 目

Limnomedusae，硬クラゲ目 Trachymedusae，お

よび剛クラゲ目Narcomedusaeを計数した.クラ

ゲ・ クシク ラゲの分類は， 久保田 (2003a)と久

f呆回・ Gravili(2007)に1ttった.

結果と考察

1.出現穫数の季節変化

33"44'N 

43' 

42' 

33.41'N 

22' 23' 135"24'E 

図 l クラゲおよびクシクラゲの採集定点. 2001年8月27日から 2002年9月2日の期間は，

定点 1~7 における実習調査船ヤンチナ III を使用した採集， 2004 年 3 月 7 日から同年 11 月 10

日の期間は，定点 8・江津良漁港，定点 9:寒サ浦，定点 10:内之浦漁港， 定点 11:戎漁港の岸

壁からの採集

Fig. 1. Col1ecting stations of medusae al'ld ctenophores in Tanabe Bay. At Sts. 1-7， shipboard col1ections 

on TIRV Janthina /11 were made between 27 August 2001 and 2 September 2002. At the four ports: 

Ezura (St. 8)， Samusaura (St. 9)， Ushinoura (St. 10)， and Ebisu (St. 11)， shoreline col1ections were made 

between 7 March and 10 November 2004 
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全ての調査期間中に，クラゲはヒドロ虫綱の

44種・ウミコップ属の複数種・オベリア属の複

数種・鍾i永亜目の複数種・嚢泳亜自の複数種と

鉢虫綱 Scyphozoaの 4種が，クシクラゲは 3種

が採集された(表 2).便宜上，ウミコ ップ属お

よびオベリア属の複数種，鐘泳亜日および嚢泳

亜目の複数種をそれぞれ l種として計数すると，

出現種数は 8月が最も多く (35種)， 1月が最も

少なかった (9種). 8月に種数が最多になる傾

向は， 1997年4月から 9月に行われたヒドロク

ラゲの調査でもみられており(久保田，2008)， 

田辺湾の一般的傾向と考えられる.2001年から

2002年の田辺湾では 8月に最高水温(定点1で

31.0(，定点 7で 285'C)，J月に最低水温(定

点、 lで 130C. 定点 7で 14.4CJが記録されて

おり(河村 ・久保田， 2005)， *i昆と出現種数の
推移は一致した 成熟個体が出現した種数も，

水温が 24"(以上となる 6月から 10月までで多

く (9~13 種)，それ以外の月では 0~4 種と少

なかった(表 2).田辺湾では最高水温期 (8月)

に達するまでにほとんどの種が出現し，9月以

降にのみ出現した穫は，コモチカタアシクラゲ，

ブイヨンケリカークラゲ，コノハクラゲ属の l

穫，コボウズニラ，タコクラゲ‘の幼体であった.

これらの 5種のうち，コノハク ラゲ属の l種以

外は調査期間を通じて l個体しか採集されず，

実際の出現期間がより長い可能性がある

2 湾内および湾外の出現種

湾内と湾外ではそれぞれ 47種と 42種が出現

し，同程度の種数であった(表2) ポリプを持

つ一時プランクトン種 MeropJanktonは36種(ヒ

ドロ虫綱の花クラゲ目・軟クラゲ目・淡水クラ

ゲ目，鉢虫綱のエフイラクラゲ属の l種・ミズ

クラゲ・タコクラゲを含む)，ホリプを持たない

終生プランクトン種HoJoplanktonは 19種(ヒド

ロ虫綱の硬クラゲ目・剛クラゲ日・管ク ラゲ目，

鉢虫綱のオキクラゲ，クシクラゲ 3種を含む)

が出現した，

各出現種は，次の A~E の分布パターンで出

現した(表 2). 湾内(定点 1~4， 8~ 11) にの

み出現 (A: その中でも定点 8~ 11 にのみ出現

はアスタリスクを付す)，湾外(定点 5~7) と

湾内の両方に出現し，湾外と比べて湾内に 1~2

桁高い最高密度で出現 (8)，湾内と湾外で同じ

桁の最高密度で出現(C)，湾外にのみ出現(0)， 

出現場所に関わらず調査期間中にただ l個体が

出現 (E)のパターンを示した.湾内より湾外の

最高密度が桁違いに高い分布ノfターンはみられ

なかった

表1.クラゲおよびクシクラゲの各採集定点における緯度経度，深度，およびろ水量

Table 1. Position， depl h， and wat er volume filtered at each collecting station of rnedusae and ctenophores 

Station no. Latitude Lρngitude Water d句th(rn) Water vol山田fiJtered (rn>)* 

33041.24' N 135021.70' E 13.2 5.3 

2 33041.70' N 135022.05' E 20.3 7.3 

3 33042.45' N 13 5022.3 3' E 16.9 7.0 

4 33042.45' N 135021.33' E 26.7 9.7 

5 33042.45' N 135020.33' E 31.2 11.8 

6 33042.45' N 135019.33' E 38.2 15.0 

7 33042.45' N 135018.33' E 52.7 19.5 

8 33041.64' N 135021.00' E 2.7 0.7 

9 33040.79' N 135021.73' E 3.5 0.9 

10 33041.82' N 135023.27' E 4.1 1.1 

11 33043.72' N 135022.44' E 3.6 0.9 

*: Total watぽ volurnefiJtered by plankton net oftwo (at Sts. 1-7) or five(at Sts. 8・11)vertical tows. 
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表2.2001年， 2002年，および2004年に和歌山県田辺湾で採集されたクラゲおよびクシクラゲの出現月と出現場所(湾内/湾外). 
Table 2. Mon白sand pl民間(insideloutside血lebay) in which medusae and ct四 ophoreswere ∞lIected in Ta直labeBay， Wakayama Prefec仰向，Jap皿，in2001，2002， and 2004 

出現月および出現場所Monthsand places ∞lIected叫・5】 生活史/分布パターン

湾内，湾外 Life cycle p瓜旬m6)1
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和名 Japan回 ename

ツリアイクラゲ

エダクラゲ

エダアシクラゲ

タマクラゲ、

ジュズクラゲ

ソ卜エリクラゲ

クダウミヒドラモドキ

カタアシクラゲ、モドキ

カタアシクラゲ

コモチカタア、ンクラゲ

ズキンクラゲ

コエホ¥ンクラゲ

オオタマウミヒドラ

ブイヨンケリカークラゲ

エボシクラゲ科のl種

コップクラゲ

コップクラゲ属のl種

ミサキコモチエダクダクラゲ

シミコクラゲ

ヤマトサル、ンアクラゲ

ハイクラゲ属の1種

へニクラゲ属の1種

パヌッチイクラゲ、

オワンクラゲ属のl種

ウミコップ属の複数種

マツバクラゲ属の1種

イト7キコモチクラゲ(新称、)

コモチクラゲ

カイヤドリヒドラクラゲ

種 Sp白 1白目。der綱Cl田 S

CNIDARIA 

Hy命百1208

品。



，j::. 
ドー

Scyphozoa 

CfENOPHORA 

Eutima sp 

Obe/ia spp. 

Sugiura chengshanense 

コノハクラゲ属のl種

オベリア属の複数種

スギウラヤクチクラゲ

Limnomedusae Sco/ionema suvaense コモチカギノテクラゲ

Trachymedusae Ag/aura hemistoma ヒメツリガネクラゲ

Halicreatidae sp. テングクラゲ科の1種

Liriope tetraphy//a カラカサクラゲ

Petasie//a asymmetrica ボウシクラゲ

Rhopa/onema ve/atum イチメガサクラゲ

Narcomedusae Aegina rosea ツヅミクラゲ

So/maris rhod%ma ニチリンクラゲ

So/munde//a bitentacu/ata ヤジロベエクラゲ

Siphonophora Aby/a sp. ハコクラゲ属の1種

Aby/opsis sp 

Caly∞phorae spp 
Cystonectae spp. 

Diphy町 chamissonis

Rhizophysafi/iformis 

Sphaeronectes grac ilis 

Coronatae Nausithoe sp 

Semaeostomeae Aure/ ia Sp.2) 

Pe/agia nocti/uca司

Rhizostomeae Mastigias papua均

ハコクラゲ‘モドキ属の1種

鐘泳亜目の複数種

嚢泳亜目の複数種

タマゴアタックラゲモドキ

コボウズニラ

ジ、エリーボールクラゲ

エフイラクラゲ属の1種

ミズ、クラゲ

オキクラゲ

タコクラゲ

Tenta，叩lata Lobata Bo/inopsis mikado カブトクラゲ

Ocyrops阻f出ca ヲテョウヲラザ

Atenlaculata Beroida Beroe cucumis ウリクラゲ

出現種数No.of species collected J) 

成熟個体出現種数NO.ofspec悶 representcdbv mature individuals J) 
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6月と 7月に 100個体 m.3を超えて出現した

(表 2).この 2種のクラゲは出芽によって急激

に個体数を増加させ，高密度に出現したと考え

られる (Kawamura& Kubota， 2008).関東以北で

数百個体 m・3が記録される出芽性のシミコクラ

ゲは，出芽最適7.l< ì旦 (6~11 c)が田辺湾の最低

水温 (130C)を下回るために(河村・久保田，

2009) ，低水温期においてもそれほど高密度にな

らなかったと推察される

生物量でみるとカブトクラケが最む多く，特

に春季から夏季にかけて個体数と体サイズが増

大するため，ブノンクトンネ ットに大量に入網

することがあった.また，高密度・大量になら

なし、が. ウミコッフ属の複数種，オベリア属の

惚数種，カラカサクラゲ.および鐘泳亜目の複

数種は年中出現した(表 2).鐘泳亜自の慢数種

分布ハターン Eの8種を除くと，湾内にのみ

出現がみられたのは，一時フランクトン種の 10

種であった(分布ノミターン A，図 2) 一時フラ

ンクトン種と終生フランクトン種の間で，分布

パターン Bの種数(それぞれ5種と 4種)，分布

バターン Cの種数 (15穫と 12種)，分布パター

ンDの種数 (1種と 2種)に，大きな差はなか

った.分布パターン Aの 10種のうち，漁港内

の岸壁(定点 8~日)でのみ出現した 4 種 (A*)

は，付着生活を行うエダアシクラゲおよびハイ

クラゲ属の l種と，定点 11に最も多く出現した

オオタマウミヒドラおよびヤマトサルシアクラ

は，主にヒトツクラゲMuggiaeaallanlicaで占め

られた.

一方，低頻度出現種のコモチカタアシクラゲ

およびフイヨンケリカークラゲは， 10月の定点

4で同時にそれぞれ l個体が得られた(表 2).

これら 2種は，南西諸島を含む日本周辺海域か

らの出現例はないが (Kubota，2006)，パフアニ

ューギニアで多数採集されており，より低緯度

ゲであった(表2). オオタマウミヒドラとヤマ

トサル手アクラゲは，湾口付近のみにホリプが

う〉釘寸石ことで知られる(久保問.ii'I村.2004: 

久保|目、 未発表) 一時プランクトン種行士，治

岸に近いほどボリブの生息地が豊富になるので，

湾内に限定的にみられる種が含まれたと推察さ

他方，終生フランクトン種では明瞭な水

平分布の偏りはみられなかった

れる.

3 高密度・高頻度出現種および低頻度出現種

田辺湾で最も多数個体が採集されたのはコッ

プクラゲおよびミサキコモチエタクタクラゲで，
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図 2 田辺湾に出現したクラゲ ・クシクラゲ

分布パターン構成(表 2 の A~E :脚注7).

Fig. 2. Species numbers of meroplanktonic and holoplanktonic medusae and ctenophores in Tanabe Bay， 

categorized by distributional pattem (for explanation of pattems A-E， see Table 2， footnote 7). 
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の海域から黒潮によって臨時的に田辺湾に輸送

されてきたと考えられる (Kawamura& Kubota， 

2005a，2005b) 

大型になる鉢虫類のクラゲは.傘径 10mm未

満の幼体が少数フランクトンネ ットで採集され

たのみであるが(表2の脚注2)，ミスグラゲと

タコクラゲは，多数，，'lhtf本が夏季に定点1， 9， 

10で目視によって確認された.大型になる鉢虫

綱およびヒドロ虫綱のクラゲの出現状況につい

ては，瀬戸臨海実験所北浜における漂着個体の

4年にわたる定量観察結果の報告があるので，

参照されたい(久保田， 2003b， 2004). 
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